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再検証対象病床等の継続の必要性について

□令和３年度病床機能報告において、「急性期に関連する医療行為」が具体的に
示されており、当院の急性期病床（５０床）では①全身麻酔の手術(大腿骨骨折
等を含む)②化学療法③認知症ケア(加算)④救急医療管理加算⑤呼吸心拍
監視⑥人工呼吸等の急性期医療を実施しており、高齢化による意識障害やせ
ん妄患者の増加が見込まれることから、認知機能障害等の領域にかかる医療
の提供が今まで以上に重視されることになり、地域のみならず府県単位での患
者受け入れを行っている当院では、引き続き、関連大学、関連病院との連携の
もと、専門的医療のノウハウを発揮して地域医療への貢献をしたいと考えてい
る。
以上のことからも、当院の急性期病床（５０床）は、他院では対応困難な、主に
神経難病等患者の急性憎悪や合併症に対応するための最後の砦として、地域
にとって欠くことのできない診療機能を有する急性期病床である。



令和３年度 住所別入院患者数（京都府以外分）調べ

北海道(最北)

鹿児島県(最南)

大阪府

滋賀県
兵庫県

都道府県名 計

滋賀県 252

大阪府 446

奈良県 58

兵庫県 134

和歌山県 24

福井県 24

三重県 28

愛媛県 10

大分県 4

北海道 4

鹿児島県 2

高知県 2

長崎県 4

愛知県 38

石川県 16

岡山県 8

神奈川県 2

岐阜県 12

熊本県 14

埼玉県 8

佐賀県 6

静岡県 16

東京都 28

徳島県 8

富山県 4

長野県 2

広島県 10

福岡県 22

千葉県 2

山形県 2

他府県計 1,190

(その他)
京都市内 １,７１６名
京都府内 ３４６名
※京都市除く



令和３年度 手術件数調べ



令和３年度 手術件数調べ (部位別内訳)


